




〔研究目的〕 

新生児医療の進歩に伴い,低出生体重児の死亡率は減少し,出生体重 1,000g 未満の超未熟

児が生存しうるようになった。ところが超未熟児に障害児が多く,たとえ重度な障害がなく

とも微細脳損傷が多いと考えられている。都立築地産院新生児 1CU(未熟児室)に入院した

低出生体重児を follow up し,出生体重別に救命率および障害例を調査し,MBD と診断され

た児の症例について検討した。 


